
本 日 の お 客 様

・渡邉 誠一 様（奈良ＲＣ）
・劉 瀟 さん（米山奨学生）

創 立 記 念 会 長 挨 拶

皆さん、こんばんは。
ここ数日、記録的な寒波に見舞われておりましたが、風邪など引い
ておられませんでしょうか？
さて、1月23日は当クラブの創立記念日でした。
1979年1月23日、22名のメンバーでスタートし、今年で37周年を迎え
ました。今はチャーターメンバー7名を含む73名の会員数を有し、昨
年度は国際ロータリー第2650地区に当クラブより北河原ガバナーを
擁立いたしました。このように当クラブが順調に発展して参りまし
たのも、チャーターメンバーの皆様、そして諸先輩方のご指導のた
まものと思っております。先人達が築いてこられたこの素晴らしい
クラブが、これからも益々発展することを願ってやみません。
創立記念日を迎えたことにあたりまして、会長の挨拶とさせていた
だきます。有難うございました。

委 員 会 報 告

出席委員会：橋本委員
100％を目指しましょう。

クラブ管理運営常任委員会：多田実委員長
第2回情報集会の班別表を、本当は先週状差しに入れる予定でしたが、
手違いでＦＡＸで送るようになりましたので、よろしくお願いいた
します。箸尾さんの班分けが間違えており、二部行ってる所もある
かと思いますので、皆様方には全く影響はございませんので、予定
されている日に都合が悪ければ他の班に回って頂きたいと思います。
副班長さんはご予約その他よろしくお願いいたします。
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2015-16年度当クラブテーマ

『和と飛躍』

四つのテスト

１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４. みんなのためになるかどうか

例会状況報告

第26回 1月26日
通算1771回

◎会員総数 ７３名
◎出席義務者 ４６名
◎出席規定免除者(a)

０名
◎出席規定免除者(b)

２７名
◎本日出席 ６０名
◎本日欠席 ５名
◎本日出席率９２．３１％

第24回 1月12日
通算1769回の修正

◎欠席者 ７名
◎免除者の欠席者 ８名
◎欠席者の補填者 ６名
◎免除者の補填者 ０名
◎出席率 ９８．４６％

例会プログラム

第27回2月2日

通算1772回

１．開会の点鐘

２．ソング

「君が代」「四つのテスト」

３．お客様の紹介

４．会務報告

５．卓話

中京ﾃﾚﾋﾞ放送㈱経営企画局

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部

部長 原 京二 様

６．閉会の点鐘

国際ロータリー第２６５０地区

ガバナー 中澤 忠嗣

「クラブに「個性」と
「憧れ」を！」



親睦活動委員会：門脇委員長
本日例会終了後、歓迎会を行います。19時より桃谷楼で行いますので、よろしくおねがいしま
す。

幹 事 報 告

中澤ガバナーより、ロータリー希望の風奨学金への当クラブの支援に対する礼状が届いており
ます。回覧いたしますのでご覧下さい。

ロータリー財団：大口寄付の認証式

【贈呈者：中村会長】
本日は、国際理解と平和という目的のために多大な支援を寄せてくださった多田廣君に、ロー
タリー財団管理委員会に代わって感謝の意をお伝えすることができ、誠に喜ばしく感じており
ます。多田廣君は、ロータリー財団プログラムのために、多額の寄付をお寄せくださいました。
このようなご寄付は、多くの人々の人生を大きく変える財団の人道的・教育的プログラムに対
する、多田廣君の熱意とご支援の証であります。よって、第1レベルの大口寄付者となられた
多田廣君に、ささやかな感謝の品をお渡ししたいと思います。多田廣君、どうぞ前にお進みく
ださい。
今回、大口寄付者となられた多田廣君をはじめとする寄付者の方々のおかげで、恵まれない人々
への人道的奉仕が可能となり、子どもや青少年に希望がもたらされます。人類の未来に対する
このような投資への感謝の気持ちとして、管理委員会に代わり、クリスタルとダイヤモンドの
ピンを贈呈させていただきます。クリスタルには、お名前、そして平和の象徴であるハトとオ
リーブの枝が彫りこまれています。

（クリスタルとダイヤモンドのピンの贈呈）

【多田廣君より挨拶】
晴れがましいこんな結構なものを頂戴しまして有難うございます。私
は特別に意識してやってきたわけではないんです。今は違いますが、
前にはロータリー情報委員長を何度かやらせて頂きまして、その際の
新入会員さんへのインフォメーションの時に、米山奨学会やロータリー
財団への寄付をお願いします、ということを言ってましたので、言っ
た以上自分がしないというわけにはいきません。このクラブ創立以来3
6年です。ですから最初の間は＄1,000寄付すればポールはリスフェロー
になれたんですが、その当時＄1＝￥300だったんです。その当時は10
年でポールはリスフェローになれるんやからそのつもりでやってくだ
さい、と言ってたんです。ということは年に30,000円ということで、
そのつもりでずっとやってきたんです。ですから36年で100万円になる
ということで、別に特別に意識してやってきたわけじゃないんです。
そしていまちょっと頂いたものを拝見しますと、なんか寄付した分を
逆に返して頂いたみたいで、びっくりしてます。そういうことで、ど
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うも有難うございました。本当に、こんな結構なものを頂戴してまして有難うございました。
ダイヤモンドがついたバッジも頂きまして、先ほども申しました通り、ほとんど返してもらっ
たような感じで・・申し訳ないような感じです。有難うございました。

【贈呈者：中村会長】
世界中のロータリアンやクラブを通じて、世界をより良い場所にするためのプログラムを続け
ていくこと ができるのも、このようなご支援のおかげであります。ご寄付は、さまざまな活
動を通じて生かされます。
・恵まれない家族の生活環境を改善する。
・食糧生産の向上を支援し、人々にきれいな水をもたらす
・教育の場と教材を提供する。
・予防接種、医療、リハビリ施設などを提供することにより、病や身体障害の苦しみを和らげ
る。

・研究グループ交換、国際親善奨学金、ロータリー平和フｪローを通じて、国際理解と平和を
もたらす人材を育成する。

多田廣君、惜しみないご支援を寄せてくださったことに、重ねて心から感謝申し上げます。
ありがとうございました。
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米 山 奨 学 金 支 給

米山奨学生：劉 瀟 さん
学 校：奈良先端技術大学院大学

米山奨学生：劉瀟さんよりご挨拶
今月はずっと修士論文を作成していてあまり突出した出来事はないんですけれども、暖冬が
なんだったのかという位最近はめっきり寒くて、皆様も、私はこの前健康診断で引っかかっ
ちゃったんですけれど、お身体に気を付けてお過ごしください。今月もよろしくお願いいた
します。

ＲＩ第2650地区より委嘱状

2016～2017年度 地区委員
・米山奨学委員会 委員長 冨川 悟 君



新 入 会 員 卓 話

萩原 徹 会員

皆さん、こんばんは。荻原でございます。本日はこのようなお話を
する貴重なお時間を頂き、ありがとうございます。
仕事の関係より、現在海外部門を統括しております。統括している
国として中国の香港、上海以外にタイ、ベトナム、インドネシアが
あります。先月ベトナムでの商談会に出席するため、ハノイとホー
チミンへ出張する機会がありました。本日は、そのとき自分の目で
見た、また直接肌で感じた今の『ベトナムの魅力』について気のつ
くままに話してみたいと思います。
皆様のお手元に簡単な資料をご用意していますので、この資料に沿っ
て話していきたいと思います。

これまで日本企業からの海外展開の中心といえば中国でありましたが、ご周知のとおり。「人
件費の高騰」、「沿海部で深刻化する労働者不足」、「労働争議の多発」等で、日本企業にと
りましても、日中関係の冷え込み等の背景もあり、中国での事業リスクに敏感になり、進出先
をアジア、アセアン諸国全体に分散する動きが本格化しています。
まず、1ページ目をご覧ください。皆様、ベトナムに行かれたことがありますか。地図を見て
いただいたとおり、日本と同じような南北に長い国となっています。日本よりやや小さいです
がほぼ同じような面積の中に、約9千万人の人口を抱えています。日本との大きな違いは、平
均寿命が20代と非常に若い国であることです。街中も若い人たちの熱気であふれていました。
右側の表をご覧下さい。ベトナムの一人当たりのGDPは、2，053米ドルとなっており、日本の
約17分の1になっています。ASEANの近隣国であるタイやインドネシアと比較してもまだまだ低
いということをわかっていただけると思います。一般的に途上国の一人当たりのGDPは、海外
資本の参入により急激に伸び、いわゆる中進国の罠といわれる5，000米ドルに達するまでは比
較的スムーズに伸びていくといわれています。現在のベトナムの一人当たりGDPから勘案する
と、まだまだ大きく伸びる余地は大きいと考えられます。
ベトナムは、「安価な労働力に加え、親日国であること」、「消費市場としても有望で人口9
千万人の潜在的買力」、「成長が見込まれる東南アジアの真ん中に位置する地政学的な長所」、
「民族・宗教的な対立が少ない」、「文化や考え方が日本人に似ている」等の理由から、日系
企業にとっても非常に人気のある国です。
弊業の取引先も大阪の企業が中心となりますが約60％社が現地へ進出されています。
さて、次のページをご覧ください。先ほど地図をご覧いただきましたが、ベトナムは日本のよ
うに南北に長い国土になっています。歴史的にみても南北に分かれて統治されていた経緯もあ
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り、気質にも大きな違いがあります。一般的に北は貯蓄型で教条的、南は開放的で実利的とい
われています。また、ハノイは政治の中心で、ホーチミンは経済の中心といわれています。資
料の一人当たりのGDPを見てください。約2倍近くの差があるのをお分かりいただけると思いま
す。先月の出張でもハノイとホースチンの両方を訪問いたしましたが、建物や街の風景に大き
な違いがあり、ホーチミンのほうが高層ビルが多く、明らかに近代化されていました。
日系企業の数については、約2000社程度あるといわれています。資料によると現地の商工会議
所に加入している日系企業数はハノイとホーチミンではそれほど大きな違いはありませんが、
規模的には大きな違いがあります。ハノイは、政策的に輸出加工型の大手日系企業を誘致して
おり、キャノン、パナソンック、ブラザー、デンソーといった電器関連の大手企業やホンダ、
ヤマハといった自動二輪のメーカー大手の誘致に成功しています。そのほかの日本のサプライ
メーカーも多く進出しています。反対にホーチミンは、繊維関連やワイヤーハーネスといった
労働集約型の中堅・中小企業や、最近では飲食店や小売業のようなサービス関連の日系企業の
進出が増加しています。弊行の取引先でも圧倒的にホーチミンへの進出のほうが多くなってい
ます。
次の表をご覧ください。今のASEAN各国が日本のいつに相当するかを示した比較表です。左か
ら4番目のベトナムを見ていただくと、ちょうど日本の1970年の一人当たりGDPであることがわ
かります。現地の活気もちょうど大阪万博があったころの日本の高度経済成長期と同じような
感じでした。
次の日本からの投資状況の表をご覧ください。投資額は減っていますが、件数が増加している
のがわかっていただけると思います。
繰り返しになりますが、日系企業にとってベトナム進出のメリットは。①豊富で勤勉で若くて
安価な労働力②将来のマーケットとして期待できる9千万人の消費市場③安定した政治体制④
宗教上の対立がないこと⑤東南アジアの真ん中に位置する地政学的な長所等が考えられます。
反面、主な課題として、やはり第一に現地調達率の低さが挙げられます。具体的には、裾野産
業が育っていないため、結局のところ材料等を輸入に頼らざるを得ません。そのほかには、不
透明な法制度の運用や税制・税務、税関の手続きの煩雑さ、不透明な商習慣。中間マネジメン
ト層が少ない等も課題として挙げられます。
若干ですが、政治・歴史の話に触れたいと思います。ご承知のようにベトナムは1970年初より
南北ベトナムに別れ、二大国の後立てによるベトナム戦争をしており、最終的には圧倒的な力
を誇るアメリカが敗北したという歴史があります。やはり古くからベトナムは長い海外線を有
することから隣国よりその価値を高く評価される故に狙い目となっていたと思われます。私と
しては、ベトナム人はアメリカを憎んでいると思いましたが、実際には逆であり最も友好的か
つ頼りにしている国であるとのことでした。しかし、戦勝国であるベトナムはアメリカの安全
保障の傘に入ることができないのが課題とも聞き、問題の複雑さを感じた次第です。
最後に私が訪れた街の風景をご覧下さい。左上はホーチミンの風景です。真中に流れているの
がサイゴン川で向こう側がホーチミンのオフィス街中心で手前が住宅地になります。右上は、
ホーチミンの通勤風景です。ベトナムではまだ自動車の保有率は低く、バイクを所有すること
が庶民のひとつのステイタスになります。街中は、バイクで溢れ夜までたくさんのバイクがひっ
きりなしに走っています。ちなみに現地の日本語ガイドになぜ夜までバイクが溢れているか聞
いてみたところ、本当かどうかはわかりませんが暑いので涼ん
でいるだけとのことでした。
左下は、ベトナムのマクドナルド1号店です。現在は3店舗ほど
になっているそうですが、小売の外資の参入が遅れていたため
で、今後は規制緩和が進んでいき、チェーン展開も進んでいく
ものと考えます。
右下は、街中の市場の風景です。物が溢れ非常に活気を感じま
した。
色々と思いつくままお話しましたが、皆様も機会があればお訪
ねされると刻々と変化する姿を目の当たりにされると思います。
訪問される際には、少しは参考になるかと思いますので、是非
ともお声掛けください。本日はありがとうございました。
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奥田哲也 会員

皆さん、こんばんは。さて、何の話をしましょうか。萩原さんのよ
うにベトナムの話のような良い話を持ってくればよかったんですけ
れども、言い訳から入らせてください。急に寒くなりまして、うち
の実家の方でお二人が同じ日にお亡くなりになられました。お通夜、
お葬式と続き、今日は朝墓参りと言いまして、標木を建てに朝6時
半から行ってきました。ですから、少し眠たいんです。そんなこと
で、資料も何もありませんけれども、15分間、お話させていただき
たいと思います。せっかく入会させていただきましたので、奥田を
可愛がっていただこうかな、と。ベトナムの魅力とはいきませんが、
奥田の魅力でいきましょうか。
入会させていただいたときに、趣味は釣りとゴルフと書かせていた
だきました。実は、もの凄く趣味が多いんです。私は会社勤めをし
ていたわけですが、30歳で独立いたしました。そこからは仕事が趣
味になりました。趣味が仕事、これは最高だと思います。ただ、独
立したときに国家資格というものを一つも持っていなかったんです。
当時、従業員は5名ほどでしたけれども、これからは県や市などの官公庁から仕事を頂くため
に、やはり国家資格は要るな、と。そこで、自分が持っていないのに従業員に取りに行け、と
は言えなかったもので、そこからは仕事趣味、勉強趣味になりました。私はお酒を365日、毎
日飲みます。では、いつ勉強するか。朝4時半に起きて7時まで、毎日勉強しました。それで、
一通り、土木、建築、造園、管工事、水道等々、マニアか、というくらい取りました。それら
2年で取りました。それでやっと従業員に「国家資格を取らなあかんぞ」と、「勉強が趣味やっ
たら最高やで」、「給料も上げる」といって啓蒙したんですが、未だに誰も取ってくれません。
資格の取り方、簡単なんです。同じ業種であれば出題の半分は法規なんです。ということは、
専門的な内容を勉強するのは半分でいいんです。あと、勉強してから寝たら忘れます。起きて、
眠いけれども勉強して、仕事しながらでも車を運転しながらでも、それを思い出していけば頭
に入ります。私はあまり賢くはないですけれども、これはコツです。それと、試験のときに答
案用紙がきますよね、肝心な数字、忘れそうなところだけギリギリまで眺めておきます。用紙
がきた瞬間、大急ぎで書き写す、それで5点くらいは稼げます。そんなわけで、その頃は勉強
が趣味で仕事もしっかりしましたし、お金が儲かれば嬉しかったし、時には大損もしましたけ
れども、その辺でゆっくりさせていただきました。
さて、次に何をしたか。ちょっと余裕が出てきましたんで、ゴルフでもしようかと思いました。
ゴルフは昔からしていたのですけれども、33～4才くらいからですか、本格的にやり始めまし
た。毎日練習に行きました。轟ボウル1球1円で、月曜日と金曜日、ほぼアプローチですけれど
も500球くらい打ちました。ゴルフ場のメンバーを持っておったわけですけれども、競技も出
たこともなく、知らない人と回ったこともありませんでした。その頃で250ｙくらい飛んでい
た時期もありましたし、時には70台も出ていましたので、仲間から「お前、競技へ出ろ」と言
われまして、いろいろと出ました。奈良オープンに一度出させていただきました。知らない人
と回って、邪魔もされながらハンデ5以下の人ばかりと回りましてボロボロになりました。最
下位でした。もう参りました。それから競技のゴルフは止めました。
最近の趣味はマラソンです。それも単発的なマラソンなんですけれども、皆さんも協賛とかさ
れていると思いますけれども、奈良マラソンです。奈良マラソンは6年前から参加しておりま
す。最初の2年間は10キロ、始まりは飲み友達のなかに一人マラソンをする人がいて、「テッ
ちゃん、マラソンせえへんか」と。まぁ、酔っていますので「そんなんお前らに負けるか」と
いう感じで始めました。練習とかはほとんどしません。何故かといいますと1ヶ月前から走り
ますと5ｋｍを5～6回しか練習できません。練習したら、皆さんなら筋肉痛がどのくらい遅れ
てきますか。私は翌々日くらいにくるんです。筋肉痛が2日間、治ってからと考えるとほとん
ど練習はできないです。それでも一生懸命走って、順番でいえば40才台の部で上から1／4くら
いでした。そうすると「テッちゃん、やっぱり速いなと」。褒められると嬉しいですから、2
年目も走りました。そのときも時間で言えば40分くらいで走りました。そしたら次はフルマラ
ソンです。もう調子にのってますから、10ｋｍを40分、「まぁ3時間半あったら走れるやろう」
と大口を叩きまして。当時、一緒に走っていた仲間が14人いまして、3時間半は厳しいやろう
から、せめて4時間を切れるか切れないか、という話になりまして、私以外の13人は走れない
と判断したわけですが、自分としては自信があったわけです。練習もそこそこにしました。5
ｋｍを10回走って、10ｋｍ、20ｋｍと1回ずつ走りました。それでチャレンジしたわけですが、
私は最初から中距離のイメージで走っていきました。10ｋｍ区間までは凄く調子が良かったん
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です。ところが練習で右の脹脛を痛めていたこともあってそれを庇うものですから、左側の足
首、爪の先、太ももから腰から痛くなり、腕まで上がらなくなるし、25ｋｍ辺りまで何とか走っ
たんですけれども、白川ダムの周辺にもの凄い坂があるんですね、そこを何とかてっぺんまで
歩いていきました。30ｋｍの地点です。そこで、横を見たら収容するバスが3台くらい止まっ
てたんです。6時間のペースで走れなかったら後ろから収容されるんです。時間的には余裕は
あったんですけれども、「明日仕事やしバスに乗れよ」という自分と、「10ｋｍくらい40分で
走れるやろ」という自分がいて、葛藤、自分との戦いですわ。でも、『バスに乗る』が勝ちま
した。棄権しました。そして2年目の戦いです。最初にゆっくりと走って、残りの10ｋｍでス
パートをかけようと、こう考えました。練習もしました。それで本番、前半はゆっくりゆっく
りと走りました。それでも20ｋｍ地点くらいで同じ様に痛くなってくるんです。これ、またあ
かんか、と思いながら足を引きずりながら走っておったんですけれども、そこで秘策がありま
した。私は単純なので、応援していただいたら走れるんです。それと、意外に人間の限界とい
うのは、自分の脳みそがロックしてしまいますが、まだまだ上があるんです。やろうと思えば
まだまだ行けます。棄権した時でも次の日は普通に歩けました。限界や、限界や、と思ってい
ても、まだまだ行けるんです、人間の体というのは。よく、脳みそを10数パーセントくらいし
か使っていないとか聞きますが、あれは本当だと思います。その時に元気になる音楽を入れて
いって、25ｋｍくらいから「よしここらで音楽を聴いて」と思ってたら、イヤホンの線が縺れ
てしまってて、なんやこれ、と怒りもって解れを直しながら走ってたら痛いのを忘れてました。
そこから、ロッキーのテーマなんかを聞きながら、泣きながら残りの12ｋｍを走りました。そ
の後、1000人以上抜いたと思います。何とか5時間くらいで走らせていただきました。その時
は嬉しかったですし、前回に失敗してますので、自分を褒める気持ちもありましたし、とにか
く凄い感動をいたしまして、マラソンが趣味になったということであります。つまらない話で
したが、以上とさせていただきます。ありがとうございました。
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ニコニコ箱 本日計 18,000円 累計 1,796,000円

中村信清 君 急に寒くなりました。お体にお気をつけてください。
髙野 治 君 萩原さん、奥田さん、今日のお話し、とても楽しみにしております。
弓場裕史 君 萩原さん、奥田さん、新入会員卓話、よろしくお願い致します。
萩原 徹 君 今日はスピーチさせいただきます。ドキドキですので、よろしくおねがいし

ます。
森 完二 君 ニコニコ協力です
西口栄一 君 ニコニコ協力です（御入会）

例会場・事務局移転連絡

■京都南ロータリークラブ■
リーガロイヤルホテル京都の改装工事に伴い例会場及び事務局を
下記の通り移転されます。

2月1日（月）より
◆例会場（毎週 木曜日）
☆ホテルグランヴィア京都
☆〒600-8216 京都市下京区東塩小路町901
☆TEL（代表）：075-344-8888

◆事務局
☆〒600-8216 京都市下京区東塩小路町901

ホテルグランヴィア京都11階
※電話／FAX／E-mailの変更はございません。
電話：075-341-4610
FAX：075-371-3730

E-mail：rcks@gold.ocn.ne.jp
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２０１６年２月９日(火) 休会

次回の例会 ２０１６年２月１６日(火) 卓話

講師 アサヒビール㈱大阪統括支社大阪奈良支店
副支店長 佐々木 台行（ささき たかゆき）氏

演題 竹鶴政孝 夢の原点と受け継がれる想い

●会報・IT委員会/市田富久夫 武中洋勝 倉田智史 西本隆一 webmaster/市田富久夫

例会変更のお知らせ

2 月 ■あすかロータリークラブ■
・２月１１日（木）・・・・定款第6条第1節（Ｃ）により、休会。
※ビジター受付：致しません。

■奈良西ロータリークラブ■
・２月１１日（木）・・・・定款第6条第1節（Ｃ）により、休会。
※ビジター受付：致しません。

■奈良ロータリークラブ■
・２月１１日（木）・・・・定款第6条第1節（Ｃ）により、休会。
※ビジター受付：致しません。

■やまと西和ロータリークラブ■
・２月１６日（火）・・・・生駒ＲＣとの合同例会

（楓林閣アベノ店）の為、時間・場所変更。
※ビジター受付：2月16日（火）12：00-12：30まさごビル１Ｆ

にて行います。（受付のみ）
・２月２３日（火）・・・２月２１日（日）ロータリーデー音楽を

楽しむ会（橿原文化会館）に日時・場所
変更。

※ビジター受付：2月23日（火）12：00-12：30まさごビル１Ｆ
にて行います。（受付のみ）

3 月 ■やまと西和ロータリークラブ■
・３月８日（火）・・・・定款第6条第1節（Ｃ）により、休会。
※ビジター受付：致しません。
・３月２２日（火）・・・・百楽王寺店に場所変更。
※ビジター受付：通常例会として百楽王寺店にて12：45より行います。
・３月２９日（火）・・・・３月２６日（土）観桜会

（醍醐寺・北野踊り）に場所変更。
※ビジター受付：3月29日（火）12：00-12：30まさごビル１Ｆ

にて行います。（受付のみ）


